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とが把握できた。 
今後も長期的な性能の持続性と維持管理水準を把 

握するため、確認を継続していく予定である。 
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1. はじめに 

再生加熱アスファルト混合物（以下、再生アスファ

ルト混合物という）は、比較的軽交通の路線（目安と

して交通量区分が N5以下）の場合には、表層も含めて

すべてのアスファルト混合物層に再生アスファルト混

合物を使用している箇所が多数存在している。 

さらに、高い耐久性が求められる環七通り、環八通

りなどをはじめとする重交通路線（交通量区分 N７相当）

においても表層および基層の上層部を除く部分におい

て適用されている。 

再生アスファルト混合物の材料となるアスファルト

コンクリート再生骨材（以下、再生骨材という）は、

配合率が高いほどリサイクル、省資源の面で有効であ

る。この再生アスファルト混合物の再生骨材配合率は、

リサイクル、省資源社会を指向し、年々向上してきて

いる。一方、再生骨材は新材と比較すると品質の安定

性は低くなる傾向がある。 

本稿では、再生骨材の利用率拡大を目的とし、運用

されているアスファルトプラント（以下プラントとい

う）における再生骨材配合率を向上させた混合物につ

いて実施した、室内試験による品質確認結果と関東近

郊のアスファルトプラント 6 社に再生骨材の配合率等

についてヒアリングを実施した結果について報告する。 

 

2. 調査概要 

本調査における室内試験による品質確認は、図－1

に示すフローに従って実施した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 図－1 室内試験のフロー 

　（１）使用するアスファルトプラントの選定
　　　　（３プラント）

　（２）再生用添加剤3種類の選定

　（３）再生骨材配合率の決定

　（４）再生用添加剤量の検討
    （再生配合率現行配合＋α％の添加剤3種類）

① 再生骨材の材料試験

② 骨材配合率及び合成粒度の決定

③ 暫定アスファルト量の設定

④ 設計圧裂係数への調整

・添加量3 種類による圧裂試験

・再生用添加剤の添加量の決定

　（５）再生加熱アスファルト混合物の配合試験
     （再生配合率現行配合＋α％の添加剤3種類）

① アスファルト密度試験

② マーシャル安定度試験

③ アスファルト混合物の圧裂試験

④ 設計再生アスファルト量の決定

※(４)で決定した再生用添加剤量により
①～④を実施

　（６）再生加熱アスファルト混合物の品質確認
      （再生配合率3種×添加剤3種＝9 種類）

① アスファルトの性状

② アスファルト混合物の性状

※再生利用率60％及び現行混入率の混
合物は(１）で選定したプラントから購入し
たもの

※再生利用率＋αの混合物は(４）で決
定し室内で配合混合したもの

－ 24 － － 25 －
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 プラントごと、再生骨材配合率が 3 種類、再生用添

加剤 3種類の組み合わせとなる計 9 種類のアスファル

ト混合物について、選定したプラントの再生骨材を使

用し、使用されたアスファルト及びアスファルト混合

物の性状を確認するために表－1 に示す試験を行った。

なお、対象とする混合物の種類については、最も使用

率が高い再生粗粒度アスファルト混合物とした。 

 このうち、再生骨材配合率が最も多い配合について

は、材料試験、合成粒度の決定、暫定アスファルト量

の設定、設計圧裂係数への調整、設計再生アスファル

ト量の決定等の配合設計を行い、決定した設計再生ア

スファルト量で室内での供試体作成を行い、品質を確

認した。 

 再生利用率60％及び現行配合率の各試験に供するア

スファルト混合物は、選定したアスファルトプラント

から購入した。購入数量は 1 種類につき 1t 程度とし、

2 つの再生利用率に対して再生用添加剤が 3 種類であ

ることから、各プラントで計 6t 程度とした。 

 また、温度が下がらないようにプラント練り落とし

直後に供試体を作製した。 

各試験方法は、舗装調査・試験法便覧（（社）日本

道路協会）、舗装再生便覧（平成 22年版）（（社）日

本道路協会）に準拠して実施した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3. 実施内容 

(1)プラントの選定 

 検討を実施するにあたり、調査を実施するプラント

の選定を行った。今回の調査では、関東近郊のプラン

トのうち、再生骨材配合率が 65％以上の混合物を出荷

可能なアスファルトプラントを選定した。 

 (2) 再生用添加剤 3種類の選定 

 再生用添加剤は、現在一般的に使用されているもの

のうち、再生利用率 65％を達成できる 3種類を選定し

た。 

 (3) 再生骨材配合率の決定 

 対象とするアスファルト混合物の再生粗粒度アスコ

ン（20）における各プラントの再生骨材の使用量であ

るが、本調査を行う時点では、Aプラントで 75%、Bプ

ラントで 85%、Cプラントで 78%であった。 

 再生骨材使用量 60%及び現行使用量+5%、もしくは

+10%の配合を決定するために、配合設計書の粒度をも

とに、粒度範囲を満足する再生骨材の混入率を決定し

た。 

 各プラントの再生骨材配合率及び合成粒度を表－2

に示す。 

 

 

 

表－1 試験項目 

対象 試験項目 測定

材料試験及び配合設計 －

アスファルト混合物の圧裂試験 圧裂係数MPa/㎜

アスファルト混合物の密度試験

マーシャル安定度試験

アスファルト混合物の圧裂試験 圧裂係数Mpa/㎜

アスファルトの回収試験 －

針入度試験 針入度(25℃)1/10 ㎜

軟化点試験 軟化点℃

伸度試験 伸度(15℃)㎝

密度g/cm3

空隙率％

飽和度％

安定度ｋN

フロー値1/100 ㎝

アスファルト混合物の圧裂試験 圧裂係数Mpa/㎜

設計アスファルト量の決定

再生用添加剤量の検討

再生加熱アスファルト混合物の
配合試験

アスファルトの性状

アスファルト混合物の性状

アスファルト混合物の密度試験

マーシャル安定度試験
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表－2 各プラントの再生骨材配合率及び合成粒度 

－ 26 － － 27 －
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表－2 各プラントの再生骨材配合率及び合成粒度 

－ 26 － － 27 －
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(4)再生用添加剤量の検討 

 各プラントの再生骨材の現行配合率+αの混合率の

配合について、圧裂試験を用いて再生用添加剤量を決

定した。なお、各混合物の暫定アスファルト量は、配

合設計（現状の再生骨材配合率）のアスファルト量、

再生用添加剤は各プラントで使用しているものにて実

施した。  

結果を表－3及び図－2に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 以上の結果から、それぞれの混合物に対する再生用

添加剤量は、以下の通りとなった。 

①Aプラント（再生骨材配合率 85%）････8.8%  

②Bプラント（再生骨材配合率 90%）････6.7%  

③Cプラント（再生骨材配合率 88%）････6.7% 

 

 (5) 再生加熱アスファルト混合物の配合試験 

 各プラントの再生骨材配合率における最適アスファ

ルト量（以下、最適アス量という）におけるマーシャ

ル特性値を表－4 及び図－3～9 に示す。なお、各プラ

ントの再生骨材配合率 60%及び現行配合率は、各プラ

ントの配合設計の値である。 

 なお、表－4 に示す「AP 提供」が各アスファルトプ

ラントから提供を受けた、各アスファルトプラントに

て用いられている再生骨材配合率及び配合であり、「今

回実施」は今回の検討にて実施した再生骨材配合率お

よび配合である。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

再生用添加剤量 (%) 5 10 15 5 10 15 5 10 15

圧裂係数 0.96 0.69 0.53 0.86 0.59 0.48 0.84 0.62 0.48

設計圧裂係数

再生用添加剤量の決定 (%)

※最適な再生用添加材量は、設計圧裂係数の中央値

※再生用添加剤量は、旧アスファルトに対する重量比である

Aプラント Bプラント Cプラント

(MPａ/mm）

(MPａ/mm） 0.60～0.90

8.8 6.7 6.7

図－2 再生用添加剤量の調整 

表－4 各プラントの再生骨材配合率における最適アス量でのマーシャル特性値 

表－3 再生用添加剤量 

最適アス量 密度 理論密度 空隙率 飽和度 安定度 フロー値 S/F 圧裂係数

% g/cm3 g/cm3 % % ｋN 1/10mm kN/m MPa/mm

60 5.0 2.381 2.484 4.1 73.7 11.87 35 3,391.0 - AP提供

75 4.7 2.391 2.492 4.1 72.1 11.85 28 4,232.0 - AP提供 現行配合

85 4.5 2.376 2.472 3.9 72.7 11.63 25 4,652.0 0.74 今回実施

60 4.6 2.408 2.510 4.1 72.3 12.20 31 3,935.0 - AP提供

85 4.6 2.408 2.507 3.9 73.3 12.19 31 3,932.0 - AP提供 現行配合

90 4.5 2.406 2.503 3.9 72.9 12.43 26 4,780.8 0.75 今回実施

60 4.6 2.403 2.504 4.0 72.8 12.14 33 3,678.8 - AP提供

78 4.6 2.407 2.508 4.0 72.8 12.17 32 3,803.1 - AP提供 現行配合

88 4.4 2.407 2.503 3.8 72.9 12.60 28 4,500.0 0.75 今回実施

4.3～5.3 2.35以上 - 3～7 65～85 8.0以上 20～40 - 0.6～0.9

配合設計 摘要

基準値

プラント

A

B

C

再生骨材
割合
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 以上の結果をまとめると以下の通りとなる。 

・再生骨材配合率が多くなるに伴い、最適アス量は低

下傾向にある。 

・最適アス量における密度は大きな違いはみられない。

ただし、再生骨材の混入率が多くなるに伴い、空隙率

は低下傾向にある。 

・安定度は、1 プラントの傾向を除くと、再生骨材の

混入率が多くなるに伴い、大きくなる傾向がみられる。

一般的に、再生混合物は新規混合物と比較して高い安

定度を示す傾向にあるが、再生骨材配合率が多いほど

図－5 特性値（安定度） 

図－6 特性値（S/F） 

図－3 特性値（最適アス量） 

図－4 特性値（空隙率） 

図－7 特性値（密度） 

図－8 特性値（飽和度） 

図－9 特性値（フロー値） 

－ 28 － － 29 －
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(4)再生用添加剤量の検討 
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最適アス量 密度 理論密度 空隙率 飽和度 安定度 フロー値 S/F 圧裂係数

% g/cm3 g/cm3 % % ｋN 1/10mm kN/m MPa/mm

60 5.0 2.381 2.484 4.1 73.7 11.87 35 3,391.0 - AP提供

75 4.7 2.391 2.492 4.1 72.1 11.85 28 4,232.0 - AP提供 現行配合

85 4.5 2.376 2.472 3.9 72.7 11.63 25 4,652.0 0.74 今回実施

60 4.6 2.408 2.510 4.1 72.3 12.20 31 3,935.0 - AP提供

85 4.6 2.408 2.507 3.9 73.3 12.19 31 3,932.0 - AP提供 現行配合

90 4.5 2.406 2.503 3.9 72.9 12.43 26 4,780.8 0.75 今回実施

60 4.6 2.403 2.504 4.0 72.8 12.14 33 3,678.8 - AP提供

78 4.6 2.407 2.508 4.0 72.8 12.17 32 3,803.1 - AP提供 現行配合

88 4.4 2.407 2.503 3.8 72.9 12.60 28 4,500.0 0.75 今回実施

4.3～5.3 2.35以上 - 3～7 65～85 8.0以上 20～40 - 0.6～0.9
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 以上の結果をまとめると以下の通りとなる。 

・再生骨材配合率が多くなるに伴い、最適アス量は低

下傾向にある。 

・最適アス量における密度は大きな違いはみられない。

ただし、再生骨材の混入率が多くなるに伴い、空隙率

は低下傾向にある。 

・安定度は、1 プラントの傾向を除くと、再生骨材の

混入率が多くなるに伴い、大きくなる傾向がみられる。

一般的に、再生混合物は新規混合物と比較して高い安

定度を示す傾向にあるが、再生骨材配合率が多いほど

図－5 特性値（安定度） 

図－6 特性値（S/F） 

図－3 特性値（最適アス量） 

図－4 特性値（空隙率） 

図－7 特性値（密度） 

図－8 特性値（飽和度） 

図－9 特性値（フロー値） 

－ 28 － － 29 －
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安定度も高くなる傾向がある。 

・混合物の S／F（S：安定度／F：フロー値）は、混合

物のスチフネスを表す指標であり、値が大きいほど、

剛性であることを意味するものであり、再生骨材の配

合率が多いほど、高い値を示す傾向がある。 

 

 (6) 再生加熱アスファルト混合物の品質確認 

1）アスファルトの性状確認試験結果 

 再生加熱アスファルト混合物のアスファルトの性状

を確認するため、3 種類の再生利用率と 3 種類の再生

用添加剤の計9 種類に対して回収アスファルトの性状

試験を行った。 

 回収アスファルトの性状試験結果を表－5 及び図－

10～14に示す。 

 プラント間にやや傾向の違いがみられるが、各試験

結果をまとめると以下の通りとなる。 

・針入度は、再生骨材配合率が多いほど低くなる傾向

にある。 

・軟化点は針入度との関係があり、針入度が低いと軟

化点は高くなる傾向にある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表－5 回収アスファルトの性状試験結果 

 

図－13 回収アスの針入度と軟化点の関係 

図－12 回収アスファルトの伸度 

図－11 回収アスファルトの軟化点 

図－10 回収アスファルトの針入度 

図－14 回収アスの針入度と伸度の関係 

最適アス量 針入度 軟化点 伸度

% 1/10mm ℃ cm

60 5.0 36 57.0 18.0 72

75 4.7 34 59.0 18.0 68

85 4.5 34 58.5 16.0 68

60 4.6 39 55.0 17.0 78

85 4.6 38 56.0 17.0 76

90 4.5 38 57.0 15.0 76

60 4.6 37 60.5 21.0 74

78 4.6 35 61.0 20.0 70

88 4.4 36 62.0 19.0 72

※針入度の低下率＝回収針入度／設計針入度50

針入度
低下率
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・伸度は、再生骨材配合率が多いほど低くなる傾向に

ある。 

・針入度と軟化点の関係、針入度と伸度の関係は、そ

れぞれ一般的に言われているような関係を示している

が、同じ針入度の値であってもプラントによって軟化

点、伸度ともに値に違いがみられる。これは、再生添

加剤の種類や再生骨材中の旧アスファルトが異なる事

が影響しているものと思われる。 

2） アスファルト混合物の性状確認試験結果 

 再生加熱アスファルト混合物の性状を確認するため

に、3 種類の再生骨材配合率と 3 種類の再生用添加剤

の計 9 種類に対して、アスファルト混合物の性状試験

を行った。 

結果は、表－6 に示す通りであり、設計時と確認試

験結果の比較を図－15～20に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

  

表－6 アスファルト混合物の性状試験確認結果 

 

図－15 設計時と確認試験結果の比較（密度） 

図－16 設計時と確認試験結果の比較（空隙率） 

設計 最適アス量 密度 理論密度 空隙率 飽和度 安定度 フロー値 S/F 圧裂係数

確認 % g/cm3 g/cm3 % % ｋN 1/10mm kN/m MPa/mm

設計 2.381 4.1 73.7 11.87 35 3,391 - AP提供

確認 2.371 4.5 71.9 11.52 34 3,388 0.73

設計 2.391 4.1 72.1 11.85 28 4,232 - AP提供 現行配合

確認 2.382 4.4 71.1 12.56 31 4,052 0.75

設計 2.376 3.9 72.7 11.63 25 4,652 0.75 今回実施

確認 2.373 4.0 72.0 11.56 26 4,446 0.75

設計 2.408 4.1 72.3 12.20 31 3,935 - AP提供

確認 2.396 4.5 70.4 12.85 33 3,894 0.74

設計 2.408 3.9 73.3 12.19 31 3,932 - AP提供 現行配合

確認 2.391 4.6 69.7 13.88 34 4,082 0.73

設計 2.406 3.9 72.9 12.43 26 4,781 0.75 今回実施

確認 2.402 4.0 72.4 12.65 26 4,865 0.75

設計 2.403 4.0 72.8 12.14 33 3,679 - AP提供

確認 2.385 4.8 68.8 13.50 35 3,857 0.72

設計 2.407 4.0 72.8 12.17 32 3,803 - AP提供 現行配合

確認 2.398 4.4 70.9 13.56 33 4,109 0.73

設計 2.407 3.8 72.9 12.60 28 4,500 0.75 今回実施

確認 2.408 3.8 73.9 12.47 29 4,300 0.75

4.3～5.3 2.35以上 - 3～7 65～85 8.0以上 20～40 - 0.6～0.9基準値

プラント

Aプラント

Bプラント

Cプラント

再生骨
材割合

60

75

85

60

85

90

60

78

88 4.4

2.484

2.492

2.472

2.510

2.507

2.503

2.504

2.508

2.503

5.0

4.7

4.5

4.6

4.6
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安定度も高くなる傾向がある。 

・混合物の S／F（S：安定度／F：フロー値）は、混合

物のスチフネスを表す指標であり、値が大きいほど、

剛性であることを意味するものであり、再生骨材の配

合率が多いほど、高い値を示す傾向がある。 

 

 (6) 再生加熱アスファルト混合物の品質確認 

1）アスファルトの性状確認試験結果 

 再生加熱アスファルト混合物のアスファルトの性状

を確認するため、3 種類の再生利用率と 3 種類の再生

用添加剤の計9 種類に対して回収アスファルトの性状

試験を行った。 

 回収アスファルトの性状試験結果を表－5 及び図－

10～14に示す。 

 プラント間にやや傾向の違いがみられるが、各試験

結果をまとめると以下の通りとなる。 

・針入度は、再生骨材配合率が多いほど低くなる傾向

にある。 

・軟化点は針入度との関係があり、針入度が低いと軟

化点は高くなる傾向にある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表－5 回収アスファルトの性状試験結果 

 

図－13 回収アスの針入度と軟化点の関係 

図－12 回収アスファルトの伸度 

図－11 回収アスファルトの軟化点 

図－10 回収アスファルトの針入度 

図－14 回収アスの針入度と伸度の関係 

最適アス量 針入度 軟化点 伸度

% 1/10mm ℃ cm

60 5.0 36 57.0 18.0 72

75 4.7 34 59.0 18.0 68

85 4.5 34 58.5 16.0 68

60 4.6 39 55.0 17.0 78

85 4.6 38 56.0 17.0 76

90 4.5 38 57.0 15.0 76

60 4.6 37 60.5 21.0 74

78 4.6 35 61.0 20.0 70

88 4.4 36 62.0 19.0 72

※針入度の低下率＝回収針入度／設計針入度50

針入度
低下率
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・伸度は、再生骨材配合率が多いほど低くなる傾向に

ある。 

・針入度と軟化点の関係、針入度と伸度の関係は、そ

れぞれ一般的に言われているような関係を示している

が、同じ針入度の値であってもプラントによって軟化

点、伸度ともに値に違いがみられる。これは、再生添

加剤の種類や再生骨材中の旧アスファルトが異なる事

が影響しているものと思われる。 

2） アスファルト混合物の性状確認試験結果 

 再生加熱アスファルト混合物の性状を確認するため

に、3 種類の再生骨材配合率と 3 種類の再生用添加剤

の計 9 種類に対して、アスファルト混合物の性状試験

を行った。 

結果は、表－6 に示す通りであり、設計時と確認試

験結果の比較を図－15～20に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

  

表－6 アスファルト混合物の性状試験確認結果 

 

図－15 設計時と確認試験結果の比較（密度） 

図－16 設計時と確認試験結果の比較（空隙率） 

設計 最適アス量 密度 理論密度 空隙率 飽和度 安定度 フロー値 S/F 圧裂係数

確認 % g/cm3 g/cm3 % % ｋN 1/10mm kN/m MPa/mm

設計 2.381 4.1 73.7 11.87 35 3,391 - AP提供

確認 2.371 4.5 71.9 11.52 34 3,388 0.73

設計 2.391 4.1 72.1 11.85 28 4,232 - AP提供 現行配合

確認 2.382 4.4 71.1 12.56 31 4,052 0.75

設計 2.376 3.9 72.7 11.63 25 4,652 0.75 今回実施

確認 2.373 4.0 72.0 11.56 26 4,446 0.75

設計 2.408 4.1 72.3 12.20 31 3,935 - AP提供

確認 2.396 4.5 70.4 12.85 33 3,894 0.74

設計 2.408 3.9 73.3 12.19 31 3,932 - AP提供 現行配合

確認 2.391 4.6 69.7 13.88 34 4,082 0.73

設計 2.406 3.9 72.9 12.43 26 4,781 0.75 今回実施

確認 2.402 4.0 72.4 12.65 26 4,865 0.75

設計 2.403 4.0 72.8 12.14 33 3,679 - AP提供

確認 2.385 4.8 68.8 13.50 35 3,857 0.72

設計 2.407 4.0 72.8 12.17 32 3,803 - AP提供 現行配合

確認 2.398 4.4 70.9 13.56 33 4,109 0.73

設計 2.407 3.8 72.9 12.60 28 4,500 0.75 今回実施

確認 2.408 3.8 73.9 12.47 29 4,300 0.75

4.3～5.3 2.35以上 - 3～7 65～85 8.0以上 20～40 - 0.6～0.9基準値

プラント

Aプラント

Bプラント

Cプラント
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材割合

60
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85
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88 4.4
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2.510

2.507

2.503

2.504

2.508

2.503

5.0

4.7

4.5

4.6

4.6

配合設計 摘要

4.5

4.6

4.6

－ 30 － － 31 －



 －50－ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

各特性値とも再生骨材配合率 60%と現行配合率（そ

れぞれ 75、85、78%）の設計値と確認結果の値に差が

みられる。これらのデータは、各プラントの配合設計

と出荷合材の比較である。これに対し、各混合物の 85、

90、88%は、今回実施した配合設計と室内で供試体を作

成した確認値であり、配合設計との差はほとんど見ら

れない。 

この原因として、今回実施した配合設計のものは使

用した再生骨材が配合設計時とプラント出荷時でほぼ

同じものを使用しているのに対し、各プラントの配合

設計のものは、プラントの配合設計時と実際の出荷時

にタイムラグが発生していることから、再生骨材の変

動による影響と考えられる。 

ただし、出荷合材の各特性値は範囲を満足していた。 

次に、各プラントの再生骨材配合率と確認試験結果

の関係を図－21～26に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－17 設計時と確認試験結果の比較（飽和度） 

図－18 設計時と確認試験結果の比較（安定度） 

図－19 設計時と確認試験結果の比較（S/F） 

図－20 設計時と確認試験結果の比較（圧裂係数） 

図－21 再生骨材配合率と密度の関係 

図－22 再生骨材配合率と空隙率の関係 
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再生骨材配合率と各特性値の関係をまとめると以下

に示す通りとなる。 

・空隙率は、再生骨材配合率が多くなるに伴い低下

する傾向がある。 

・安定度は、再生骨材配合率が多くなるに伴い大き

くなる傾向がみられるが、バラツキが大きく明確なこ

とはいえない。 

・S／Fは、再生骨材の配合率が多いほど、高い値を

示す傾向が見受けられる。 

・圧裂係数は、再生骨材配合率が多くなるに従い、

大きくなる傾向がみられるが、その差は僅かである。 

 

(7) 再生骨材の配合率についてのヒアリング結果 

 関東近郊のアスファルトプラント 6社に再生骨材の

配合率等についてヒアリングを実施した。 

再生骨材の平成 27年度全国平均は 50.1%であるが、

今回ヒアリングを実施した 6社の回答では、再生骨材

の配合率は 64～85%（平均 75%）であり、全国平均と比

べて高い配合率である。 

この理由として、首都圏で用いられている舗装につ

いては重交通路線が比較的多く、アスファルトを用い

た層の厚さが厚いことから路盤材と混合される部分が

少なく、プラントに搬入されるアスファルトガラの品

質が一定であること、プラントの運用面においても、

使用する再生骨材を 20-13mm、13-5mm、5-0mmのように

分級し、粒度範囲内を満足する事が出来るようにして

いる工夫などがあげられる。 

 

4. まとめ 

 今回の確認試験等により、以下のことがわかった。 

(1)回収アスファルトの性状試験結果 

・針入度は、再生骨材配合率が多いほど低くなる

傾向にある。 

・軟化点は針入度との関係があり、針入度が低い

と軟化点は高くなる傾向にある。 

・伸度は、再生骨材配合率が多いほど低くなる傾

向にある。 

・針入度と軟化点の関係、針入度と伸度の関係は、

それぞれ一般的に言われているような関係を示して

いるが、同じ針入度の値であってもプラントによっ

図－23 再生骨材配合率と飽和度の関係 

図－24 再生骨材配合率と安定度の関係 

図－26 再生骨材配合率と圧裂係数の関係 

図－25 再生骨材配合率と S/Fの関係 

6.0

8.0

10.0

12.0

14.0

16.0

50 60 70 80 90 100

安
定

度
(ｋ

N）

再生混合率(%)

Aプラント

Bプラント

Cプラント

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

50 60 70 80 90 100

Ｓ
／
Ｆ
（

ｋ
N
/
m）

再生混合率(%)

Aプラント

Bプラント

Cプラント

－ 32 － － 33 －



 －50－ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

各特性値とも再生骨材配合率 60%と現行配合率（そ

れぞれ 75、85、78%）の設計値と確認結果の値に差が

みられる。これらのデータは、各プラントの配合設計

と出荷合材の比較である。これに対し、各混合物の 85、

90、88%は、今回実施した配合設計と室内で供試体を作

成した確認値であり、配合設計との差はほとんど見ら

れない。 

この原因として、今回実施した配合設計のものは使

用した再生骨材が配合設計時とプラント出荷時でほぼ

同じものを使用しているのに対し、各プラントの配合

設計のものは、プラントの配合設計時と実際の出荷時

にタイムラグが発生していることから、再生骨材の変

動による影響と考えられる。 

ただし、出荷合材の各特性値は範囲を満足していた。 

次に、各プラントの再生骨材配合率と確認試験結果

の関係を図－21～26に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－17 設計時と確認試験結果の比較（飽和度） 

図－18 設計時と確認試験結果の比較（安定度） 

図－19 設計時と確認試験結果の比較（S/F） 

図－20 設計時と確認試験結果の比較（圧裂係数） 

図－21 再生骨材配合率と密度の関係 

図－22 再生骨材配合率と空隙率の関係 
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再生骨材配合率と各特性値の関係をまとめると以下

に示す通りとなる。 

・空隙率は、再生骨材配合率が多くなるに伴い低下

する傾向がある。 

・安定度は、再生骨材配合率が多くなるに伴い大き

くなる傾向がみられるが、バラツキが大きく明確なこ

とはいえない。 

・S／Fは、再生骨材の配合率が多いほど、高い値を

示す傾向が見受けられる。 

・圧裂係数は、再生骨材配合率が多くなるに従い、

大きくなる傾向がみられるが、その差は僅かである。 

 

(7) 再生骨材の配合率についてのヒアリング結果 

 関東近郊のアスファルトプラント 6社に再生骨材の

配合率等についてヒアリングを実施した。 

再生骨材の平成 27年度全国平均は 50.1%であるが、

今回ヒアリングを実施した 6社の回答では、再生骨材

の配合率は 64～85%（平均 75%）であり、全国平均と比

べて高い配合率である。 

この理由として、首都圏で用いられている舗装につ

いては重交通路線が比較的多く、アスファルトを用い

た層の厚さが厚いことから路盤材と混合される部分が

少なく、プラントに搬入されるアスファルトガラの品

質が一定であること、プラントの運用面においても、

使用する再生骨材を 20-13mm、13-5mm、5-0mmのように

分級し、粒度範囲内を満足する事が出来るようにして

いる工夫などがあげられる。 

 

4. まとめ 

 今回の確認試験等により、以下のことがわかった。 

(1)回収アスファルトの性状試験結果 

・針入度は、再生骨材配合率が多いほど低くなる

傾向にある。 

・軟化点は針入度との関係があり、針入度が低い

と軟化点は高くなる傾向にある。 

・伸度は、再生骨材配合率が多いほど低くなる傾

向にある。 

・針入度と軟化点の関係、針入度と伸度の関係は、

それぞれ一般的に言われているような関係を示して

いるが、同じ針入度の値であってもプラントによっ

図－23 再生骨材配合率と飽和度の関係 

図－24 再生骨材配合率と安定度の関係 

図－26 再生骨材配合率と圧裂係数の関係 

図－25 再生骨材配合率と S/Fの関係 
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て軟化点、伸度ともに値に違いがみられる。これは、

再生添加剤の種類や再生骨材中の旧アスファルトが

異なる事が影響しているものと思われる。 

(2)再生骨材配合率と各特性値の関係 

・空隙率は、再生骨材配合率が多くなるに伴い低下

する傾向がある。 

・安定度は、再生骨材配合率が多くなるに伴い大き

くなる傾向がみられるが、バラツキが大きく明確なこ

とはいえない。 

・S／Fは、再生骨材の配合率が多いほど、高い値を

示す傾向がある。 

・圧裂係数は、再生骨材配合率が多くなるに従い、

大きくなる傾向がみられるが、その差は僅かである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(3)再生骨材配合率 

関東近郊のアスファルトプラントの再生骨材配合率

は、全国平均と比べて高い。 

（4）配合設計と出荷混合物の各性状値の比較 

各プラントの再生骨材の変動が大きいため、試験結

果の値のバラツキはみられること、今回試験を行った

３プラント限定ではあるものの、各マーシャル特性値

の規格値は満足しており、現行の再生骨材配合率+5%

もしくは+10%の混合物においても問題ない混合物を製

造することができた。もちろん、すべてのプラントに

おいて可能といえるわけではないものの、安定した再

生骨材の供給やプラントの運用により、再生骨材配合

率をさらに高めることができる可能性が示唆された。 
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3．二層式低騒音舗装の耐久性に関する検討（その 3） 

 
Durability of the Two-layer Type Low-noise Pavement（Part3） 
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1. はじめに 

東京都では、沿道の騒音対策として平成 7 年度から

骨材最大粒径 13mm、厚さ 5cmの一層タイプの低騒音舗

装（ポリマー改質アスファルトＨ型使用、目標空隙率

は 16～22％程度。以下、「現行型」と称す）、また平

成 17年度からは優先的対策道路区間で原則として、さ

らなる騒音低減効果を確認した二層タイプの低騒音舗

装（以下、「二層式」と称す）を導入してきた。 

この二層式は、タイヤ／路面騒音の低減機能層とな

る表層が二層で構成され、上層は骨材最大粒径 5mm で

厚さ 2cm（高耐久性ポリマー改質アスファルトＨ型使

用）、下層は骨材最大粒径 13mmで厚さ 5cm（ポリマー

改質アスファルトＨ型使用）となっており、専用のフ

ィニッシャーを用いることにより二層を同時に施工す

る。上層は 5mm という小粒径骨材を使用し、目標空隙

率が 18～25％程度としていることから、これまでの破

損実態調査によると骨材飛散によるものが主であるこ

とが分かっている。この現象は、特に降雪時のタイヤ

チェーン装着車の走行によって加速される。 

路面の最上層に小粒径骨材を適用することで騒音低

減の効果は発揮されるが、一方骨材飛散等に対する耐 

久性や機能の持続性について課題があり、早急にその

解決が求められている。 

このような状況に対して、近年さらなる高耐久性を

有した各種の小粒径用のアスファルトが技術開発され

ており、今年度は、この小粒径用のアスファルトを用

いた混合物について、基本的な強度特性に加えて耐流

動性、骨材飛散抵抗性、チェーンに対する抵抗性、疲

労破壊抵抗性等の耐久性について検討・評価した結果

を報告する。 

 

2. 調査内容 

小粒径用のアスファルトを用いた混合物について、

基本的な強度特性、耐流動性、骨材飛散抵抗性、チェ

ーンに対する抵抗性、疲労破壊抵抗性等の耐久性につ

いて調査を行った。 

（1） 対象としたアスファルト混合物 

試験対象混合物は、二層式低騒音舗装の上層用ポー

ラスアスファルト混合物、上層、下層を合わせた二層

式ポーラスアスファルト混合物の 2種類とした。 

試験の対象としたアスファルトは、耐久性を向上し

たとされる「小粒径用高耐久性ポリマー改質アスファ

 

表-1 対象としたアスファルト 

骨材投入温
度℃

アスファルト投入
温度℃

転圧温度℃

Ａ 185 175±3 155±3
Ｂ 185 170～180 150～160
Ｃ 180 175±3 150±3
Ｄ 195 175～185 160～175

高耐久性ポリマ－改質アスファル
トＨ型

Ｅ 185 175±3 150±3

ポリマ－改質アスファルトＨ型

二層式下層用
ポーラスアス
ファルト混合

物(13)

ＢＢ 180 175±3 150±3

小粒径用高耐久性
ポリマ－改質アスファルトＨ型

プラント
ミックス

メーカー推奨温度

アスファルト
アスファ
ルトの製
造方法

記号
適用する混合

物

二層式上層用
ポーラスアス
ファルト混合

物(5)
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